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授業や演習で学生に伝わる
プレゼンテーションを 
実践しよう
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現在医療者は，さまざまな場面でプレゼンテー

ション能力が問われている。それは，入院患者の

オリエンテーション，同僚・他職種への情報伝達

や申し送り，他職種でのカンファレンスや症例検

討などの“臨床現場”でプレゼンテーションする場

面であったり，学会・研究会での研究発表，院内

外での講演・勉強会での講師，看護学生への授業

などの“臨床現場以外”でプレゼンテーションする

場面などであったりとさまざまである。本書では，

どのような場面においても，医療者のプレゼン

テーションにおける価値とは，聞き手に最も伝え

たかったことを伝えきれたかということであり，

特に“臨床現場”でのプレゼンテーションは，患者

をはじめとする「人」と接するため，「伝える力」が

毎日必要だと書かれている。しかし，医療者のな

かには聴くことはできても，伝えることに苦手意

識を持っていることが少なくない。そのため，多

くの医療者がプレゼンテーション能力を高めたい

と考えているに違いない。特に，看護教員は，授

業や演習自体がプレゼンテーションであり，学生

に伝わるプレゼンテーションは重要である。

本書では，「伝わるプレゼンテーションをする

ためには，ポイントを最小限に絞る」というメッ

セージを原則とし，5 つのステップアプローチを

確実に踏むことで，短時間で効率よくプレゼン

テーションを学ぶことができる。まず，ステップ

1：Pre-Design では，プレゼンターの立場をふま

えながら，聞き手のニーズを意識して伝えたい内

容を最小限に絞った目的を設定できるように具体

的に書かれている。そして，ステップ 1 のプレゼ

ンテーションの目的を軸としてステップ 2：

Design（プレゼンテーションの設計図）を描くこ

とで伝えたいことが一貫する。具体的にプレゼン

テ ー シ ョ ン を 作 成 す る ス テ ッ プ 3：Building 

Content では，さまざまなコンピュータに関する

プレゼンテーション機能や伝わるための工夫がど

のような場面でも実現可能となるように説明され

ている。そして，ステップ 4：Delivery（本番）で

は，会場での口演発表やポスター発表，看護学生

への授業などを声の大きさ，立ち位置，聞き手の

友好度や関心度を踏まえて書かれていることか

ら，その場のプレゼンターになったかのように読

み続けることができる。最後に，ステップ 5：

Feedback で次のプレゼンテーションに向けてポ

ジティブに振り返ることができる。

終始，よくある場面が設定されているため，

実現可能で現実的なプレゼンテーションを学ぶこ

とができる。また，筆者らが工夫を重ねて行って

いる方法が具体的に書かれているため理解しやす

く，読み終わる頃にはプレゼンテーションへの苦

手意識が薄れ，教員としては授業や演習でぜひ試

してみたい一冊である。
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